
経営戦略 2020-2029 の進捗状況について 

 

◆凡例 

 
アクション 項 目 

ロードマップ 各年度の取組 進捗状況 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７～11年度  令和２年度 令和３年度 評価 取組内容、今後の方針等 

   

 

      

 

   ・地中障害物接触に伴う撤

去対策により、工事に遅れが

生じた 

 

      

 

  

 

 

 

 

◆進捗状況 

施 策 の 方 向 性 
アクション数 

（項目数※） 

目標の進捗状況（構成比） 
備 考 

〇 △ × 

１ 災害に強く、安全で良質な水を持続して供給できる施設を整備する 11(35) 24 68.6% 9 25.7% 2 5.7%  

２ 構成団体と相互に連携しながら、災害などに迅速に対応する 1(3) 3 100%      

３ 安全で良質な水をお届けする 1(2) 2 100%      

４ さらなる経営改革に取り組み、持続可能な経営基盤を構築する 6(14) 11 78.6% 3 21.4%    

５ 水道事業の全体最適化に向け、府域一水道をめざす 1(3) 3 100%      

６ エンドユーザーの立場に立ち、お客さまサービスの向上に努める 3(9) 7 77.8% 2 22.2%    

７ 社会的責務を果たし、信頼される企業団をめざす 5(15) 11 73.3% 4 26.7%    

合  計 28(81) 61 75.3% 18 22.2% 2 2.5%  

  ※令和２年度の評価がないものを除く。

計画期間内の目標 

計画期間 

各年度の実績に同じ ○：「当該年度の目標」及び「計画期間内の目標」いずれも達成（見込み） 
△：「当該年度の目標」又は「計画期間内の目標」いずれかが未達成（見込み） 

×：「当該年度の目標」及び「計画期間内の目標」いずれも未達成（見込み） 
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※ （用供）は水道用水供給事業、（水道）は水道事業、（工水）は工業用水道事業に係る取組　　

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和２年度 令和３年度 評価 取組内容、今後の方針等
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績
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施
策
の
方
向
性
　
１

≪アクション１－２≫
（用供）
◆送水施設の更新・
耐震化

大阪広域水道企業団経営戦略2020-2029　令和２年度の進捗状況（令和２年度の評価が△又は×のもの）

≪アクション１－３≫
（用供）
◆設備の更新

△
・発注内容の精査により、発注を後送り（令和３年度に基本設計委託発注予定）。
・今後の工期短縮に努める。

②自動検針システムの更新

△
・地中障害物接触に伴う撤去対策により、シールド工に遅れが生じた（令和３年度
にシールド工完了予定）。
・今後の工事において工期短縮に努める。

①
連
絡
管
・
ル
ー

プ
管
の
整
備

(ｳ)系統連絡管

　　　※庭窪～万博（樫切山）

(ｴ)千里幹線バイパス管 ×
・３工区：地元調整の結果、施工時間に関する条件に変更が生じたため、工事に
遅れが生じた（令和３年度に工事完了予定）。

△
・基本設計委託を２度発注したが、入札者がなかったため、令和３年度に改めて発
注予定。
・施工手順等の見直しにより、工期短縮に努める。

△

≪アクション１－１≫
（用供）
◆取水・浄水施設の
更新・耐震化等

△
・関係者との協議に日数を要したため、管路ＤＢの発注に遅れが生じた（令和３年
度発注）。
・工事受注者と協議し、工期短縮に努める。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る対応により、業務に遅れが生
じた（令和３年度に基本設計委託完了予定）。
・施工手順等の見直しにより、工期短縮に努める。

①
取
水
施
設

磯島取水場の更新・耐震化

(ｱ)村野浄水場西系浄水施設
の更新

①
連
絡
管
・
ル
ー

プ
管
の
整
備

(ｱ)河南連絡管

②
浄
水
施
設

アクション
ロードマップ 各年度の取組 進捗状況

項　　目
令和７～11年度

Ｒ10

Ｒ10

※ＤＢ（デザイン・ビルド） ： 設計、施工を一括で発注する方式

抜 粋
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和２年度 令和３年度 評価 取組内容、今後の方針等
アクション

ロードマップ 各年度の取組 進捗状況
項　　目

令和７～11年度

計
画

予
算

11箇所 15箇所

実
績

８箇所
実
績

８箇所

計
画

予
算

工事
（基礎工）

工事
（躯体工）

実
績

工事
（基礎工）

実
績

工事
（基礎工）

計
画

予
算

工事
（シールド工）

工事
（シールド工）
（二次覆工）

実
績

工事
（シールド工）

実
績

工事
（シールド工）

計
画

予
算

基本設計 基本設計

実
績

―
実
績

―

計
画

予
算

工事 工事

実
績

工事
実
績

工事

計
画

予
定

実施 継続実施

実
績

実施
実
績

実施

計
画

予
定

ＤＢ発注 ＤＢ発注

実
績

―
実
績

―

施
策
の
方
向
性
　
１

≪アクション１－11≫
（工水）
◆設備の更新

施
策
の
方
向
性
　
４

≪アクション４－２≫
◆支出の縮減

△

・企業団施設での開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、一部会場使用料が発生。
・令和３年度以降も新型コロナウイルス感染症の状況等を勘案しながら、会議等
の開催手法を検討していく。

①会議等開催場所の変更
（６～10百万円）

③設計施工一括発注方式による
建設コストの縮減
（173百万円）

△
・関係者との協議に日数を要したため、管路ＤＢの発注に遅れが生じた（令和３年
度発注）。

△ ・関連工事の遅れに伴い、令和４年度完成予定。

△
・発注内容の精査により、発注を後送り（令和３年度に基本設計委託発注予定）。
・今後の工期短縮に努める。

②自動検針システムの更新

大庭配水ポンプ

③
ポ
ン
プ
設
備
の
更
新

×
・地中障害物接触に伴う撤去対策により、シールド工に遅れが生じた（令和４年度
完了予定）。

△
・関係者との協議に日数を要し、工事の進捗に遅れが生じた（令和４年度完了予
定）。

≪アクション１－５≫
（水道）
◆設備の更新

≪アクション１－９≫
（工水）
◆取水・浄水施設の
更新・耐震化（大庭
浄水場）

≪アクション１－10≫
（工水）
◆配水管路の更新・
耐震化

①調整池及び配水ポンプ棟の整
備

電気計装設備、ポンプ設備等の
更新

　　　　　※計画は完成年次を記載

△
・３箇所は、工事の入札不調等により工事に遅れが生じた（令和３年度完了予
定）。

①
連
絡
管
･
ル
ー

プ
管
の
整
備

大庭～三島連絡管

継続実施

11箇所 13箇所 17箇所 ９箇所10箇所

Ｒ10

※ＤＢ（デザイン・ビルド） ： 設計、施工を一括で発注する方式

継続実施

○：「当該年度の目標」及び「計画期間内の目標」いずれも達成（見込み）
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令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和２年度 令和３年度 評価 取組内容、今後の方針等
アクション

ロードマップ 各年度の取組 進捗状況
項　　目

令和７～11年度

計
画

予
定

ＤＢ発注 ＤＢ発注

実
績

―
実
績

―

計
画

予
定

実施 継続実施

実
績

―
実
績

―

計
画

予
定

実施 継続実施

実
績

―
実
績

―

計
画

予
定

実施 継続実施

実
績

実施
実
績

実施

計
画

予
定

実施 継続実施

実
績

実施
実
績

実施

計
画

予
定

実施 継続実施

実
績

実施
実
績

実施

計
画

予
定

実施 継続実施

実
績

―
実
績

―

施
策
の
方
向
性
　
７

①
水
道
水
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

≪アクション６－３≫
◆水道に関するＰＲ

≪アクション７－１≫
◆温室効果ガス総
排出量の削減

各種イベントの実施

利き水会の実施

△

①海外研修生の受入れ等

ペーパーレス化の推進

②商用電力使用量
（427百万kWh）

③単位給水量当たりの電力使用
量
（707kWh）

　　　　　　　　　　　　※用供・工水

△
・関係者との協議に日数を要したため、管路ＤＢの発注に遅れが生じた（令和３年
度発注）。

施
策
の
方
向
性
　
４

≪アクション４－５≫
◆民間活力の活用

施
策
の
方
向
性
　
６

・コピー用紙購入枚数：前年度比106％
・令和３年度中に、会議のペーパレス化等に向けた検討を行う。

≪アクション７－２≫
◆省エネルギー機器
の導入

△
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、技術交流の覚書を締結して
いるタイ王国首都圏水道公社（MWA）との研修に伴う受入れは未実施。
・令和３年度以降、リモートによる研修の実施や技術支援について検討していく。

①管路整備事業におけるDB方式
の導入

△
・電力使用量：727ｋWh（前年度比100％）
・浄水池清掃等に伴う電力使用量の増加。

△
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、実施を見送り。
・令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、関係団体と調整。

△

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、全てのイベント実施を見送
り。
・令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、イベント関係者と
調整。

△
・商用電力使用量：444百万ｋWh（前年度比101％）
・給水量の増加に伴う電力使用量の増加。

≪アクション７－５≫
◆国際貢献

継続実施

随時実施

前年度比１％ずつ削減

低減

DB方式

での発注

DB方式の検証

対象事業の拡大に向けた検討

継続実施

随時実施

前年度比１％ずつ削減

低減

維持向上

ニーズに基づき実施

※ＤＢ（デザイン・ビルド） ： 設計、施工を一括で発注する方式

※給水量：水道用水供給事業及び水道事業の有収水量と工業用水道事業の実使用

水量の合計量
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